
１　歳入の確保（Ａ）

自律性の高い財政運営 （単位：千円）
取組事項
推進項目

金額

97,240

416

38,267

2,000

合　　　　　計 4 件 137,923

２　歳出の抑制（Ｂ）

横断的かつ迅速に対応できる組織・執行体制の確立 （単位：千円）
取組事項
推進項目

金額

定員管理の適正化
　定員適正化計画の見直し

25,089

小　　　　　計 1 件 25,089

自律性の高い財政運営 （単位：千円）
取組事項
推進項目

金額

4,230

4,408

15,347

221

596

170

983

123

78

小　　　　　計 9 件 26,156

給与の適正化
　給与・退職金水準の適正化

・マイナス給与改定等
（給与改定△0.29％、住居手当支給要件の見直し）

・55歳昇給抑制（対象者6人）

・市職員共済組合交付金の見直し
（交付金の公費率を50％から48％に削減する。）

補助金及び負担金の適正化
　補助金及び負担金の適正化

・「国民健康保険保養施設宿泊費補助金」の廃止
（利用者の減少及び市民保養契約施設助成制度での代替利用が可能な
ため、廃止とする。）

・「保育所職員期末援助費補助金」の見直し
（補助単価について、他市との比較等を行い、見直しをする。
年額59,500円→54,000円）

・「未就園児入学祝金」の廃止
（創設時に比して子育て支援施策の充実が図られていることや、対象
者数が少ない状況であることから、廃止とする。）

・「外国人学校就学児保護者負担軽減事業」の廃止
（他の保護者負担軽減事業の充実等により、「外国人学校保護者補助
金」を廃止する。）

説　　　　　　　　　　明

・職員数の削減（379人→376人）

説　　　　　　　　　　明

経常経費の節減
　経費節減策の検討

・市公共施設の電力契約の変更
（市公共施設(11施設)の電力契約について指名競争入札を実施し、平
成25年3月1日より特定規模電気事業者（PPS）の株式会社エネットと1
年間の電気需給契約を締結することで、電気使用料金の削減を図
る。）

・市長車等運転業務委託
（市長ならびに理事者等が公務に際し利用する、市所有の市長車等の
運転業務を、自動車交通業者に委託する。）

平成25年度行政改革の主な取組みについて（予算反映分）

説　　　　　　　　　　明

税収入等の財源の確保
　自主財源確保策の検討・導入

・国民健康保険税税率等改定
（医療費に係る分の保険税の税率改定と課税方式の変更を実施する。
所得割分4.0％→4.7％、被保険者均等割18,000円→24,000円、資産割
及び世帯別平等割の廃止）

・市職員組合事務所等使用負担金
（市職員組合に対して、庁舎内にある市職員組合事務所等の使用負担
金を平成25年4月から徴収する。）

税収入等の財源の確保
　国・都の補助金等の有効な活用

・緊急雇用創出事業臨時特例補助金（緊急雇用対策分）

・多摩・島しょスポーツ振興事業助成金
　（ジュニアスポーツ体験・育成事業委託料）
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効果・効率的な事務事業の実施 （単位：千円）
取組事項
推進項目

金額

358

6,721

92

1,527

3,785

116

行政の担うべき役割の重点化
　アウトソ－シングの推進とモニ
タリングの強化

36,221

小　　　　　計 7 件 48,820

合　　　　　計 17 件 100,065

平成２５年度予算反映分 （Ａ）　＋　（Ｂ）　＝　21 件 237,988

・すみれ保育園の民営化
（平成25年4月にすみれ保育園を民営化する。）

説　　　　　　　　　　明

事務事業の見直し
　事務事業の見直し

・「出生記念樹配布事業」の廃止
（利用者の減少及び新たな出生記念事業創設のため、廃止とする。）

・「清潔で美しいまちづくり事業」の見直し
（条例制定以降、重点美化地域等における啓発活動などにより、一定
の成果が得られたため、巡回指導等を週5日から週3日に変更する。）

・「おむつ専用袋」の廃止
（使用済みの紙おむつについて、レジ袋等の中身が見える袋による無
料収集を可能としたため、従来の「おむつ専用袋」を廃止する。）

・「廃棄物減量監視事業」の見直し
（ごみ有料化後10年が経過し、一定の効果が得られたことから、監視
回数を週5日から週2日に変更する。）

・「おむつ等助成事業」の適正化
（おむつの給付要件に介護保険法に規定する『要介護３以上の者』を
追加する。）

・議会会議録印刷製本事務の見直し
（本会議・委員会会議録の印刷製本事務について、音声反訳議事録作
成委託へ統合することで、経費節減と会議録公開までの時間短縮を図
る。）
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３　その他の主な取組み

効果・効率的な事務事業の実施

取組事項
推進項目

ICT化の推進・効率化の検証
 ICT化の推進・効率化の検証

・施設予約システム導入事業
（市の全スポーツ施設に係る空き情報の提供及び施設予約等のサービスを開始し、
抽選会や事前予約等の各種機能を追加することにより、事務の効率化及び市民サー
ビスの向上を図る。）

行政サービスの向上
　行政サービスの向上

・昭島・福生・羽村観光圏活性化事業
（ツアーやイベントの企画・運営を通して、自主財源の確保やガイドの養成、また
観光資源の発掘等を図り、継続的な広域連携・地域活性化による交流人口の獲得に
つなげていく。）

・子ども体験塾「水の中のいきもの博物館～多摩川の魚から大海の鯨まで
～」（羽村市、福生市、青梅市、奥多摩町）
（多摩川沿いの各市町在住の子ども達を対象に、体験イベントや講演会等を通し
て、郷土の自然の魅力と環境保全を考える機会を提供する。）

・ソフトボール子ども体験塾（三鷹市、福生市、あきる野市、瑞穂町）
（第68回国民体育大会での「ソフトボール競技」の開催市町が連携して児童・生徒
対象の「ソフトボール教室」を開催し、トップアスリートとの交流等を通して感動
体験の機会を提供する。）

・赤ちゃんはじめての絵本事業
（新たな出生記念事業として、生後3か月の健康診査時に絵本の読み聞かせを行
い、絵本を介した親子のコミュニケーションの大切さを伝えながら絵本を贈呈する
ことで、子育て支援の充実を図る。）

・赤ちゃん・ふらっと事業
（田園児童館、熊川児童館に授乳室を設置し、乳幼児を持つ母親が安心して児童館
を利用できる環境の整備を行う。）

・延長保育委託事業
（新たなサービスとして2時間延長保育（18時～20時）を、民営化するすみれ保育
園と、認可保育所となる牛浜こども園において実施する。）

・一時預かり・定期利用保育委託事業
（新たなサービスとして専用スペースでの一時預かり事業と定期利用保育を、民営
化後のすみれ保育園において実施する。）

・休日保育委託事業
（民営化後のすみれ保育園を追加して2園体制とし、併せてすみれ保育園では新た
なサービスとして年末保育も実施する。）

・ファミリー・サポート・センター事業
（平成25年4月から育児の相互援助活動を行うファミリーサポートセンターを設置
し、地域の子育て支援及び児童の福祉の向上を図る。）

説　　　　　　　　　　明

行政の担うべき役割の重点化
　アウトソーシングの推進とモニ
タリングの強化

・療養費レセプト点検委託
（柔道整復師等の療養費（はり・灸・あんま、マッサージなど）に対するレセプト
点検事業を実施し、医療費の適正化を図る。）

・市営プールへの指定管理者制度の導入
（市営プールの管理に民間のノウハウを幅広く活用し、より一層の市民サービスの
向上と安全性を優先的に考慮した円滑な業務の運営を行うため、平成25年7月から
指定管理者制度を導入する。）

・市民総合体育大会開催委託
（福生市市民総合体育大会に係る開催準備から大会運営までを福生市体育協会に一
括して委託し、事務の合理化を図る。）

・病後児保育委託事業
（福生保育園及び民営化後のすみれ保育園にて実施する病後児保育について、対象
者を小学校3年生までの学童クラブに通所する児童まで拡大する。）
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